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※令和７年度は決算見込み額です。

※　人件費相当額試算は、従事職員数に平均人件費を用いて試算したものです。

15,871,473 0

幡羅遺跡保存活用の推進
民俗文化財後継者育成補
助

幡羅遺跡保存活用の推進
民俗文化財後継者育成補
助

幡羅官衙遺跡群整備基本
計画策定
民俗文化財後継者育成補
助

幡羅官衙遺跡公有化準備
民俗文化財後継者育成補
助

18,978,000

執行体制

一般会計

項 目

令和8年度

事務事業を
構成する
予算事業

本事業の
主な業務

指定文化財保存事業費補助

無形民俗文化財記録作成

発掘調査説明会の開催

展示会の開催

歴史講座の開催

無形民俗文化財の後継者育成事業

文化財の管理費補助

無形民俗文化財体験学習

国史跡幡羅官衙遺跡群の整備

古文書等の史料整理

市史編さんに関する検討

作成日

細事業名

事
業
費 地方債

年度別計画

5,406,000 7,963,000

0

決算額

国支出金

6,023,000

5,122,257

45,000

4,416,658

1,000,000

単位：円

5,978,000

総事業費試算

人件費相当試算※

従事職員数（人）人件
費

23,469,995 22,095,324

18,886,937 19,224,396

2.40

事務事業評価表
１．基本事項

2.40 2.70

根拠法令
個別計画等

事業区分

目的
※何のために

無形民俗文化財後継者育成補助事業

文化財費 文化財活用事業

市内にある文化財を保存し活用する。

対象
※誰・何を対象に

区分 款

手段
※どのように

文化財の公開講座の開設、無形民俗文化財の記録保存・体験事業、文化財に関する管理費補助

成果
※何を求めるか

文化財の価値や文化財に対する保護について理解を得る。

中項目 2 誰もが生きがいを持ち学ぶことのできるまちづくり

0

事務事業

3

事業概要

２．事業費（投入コスト）

総
合
計
画

主要プロジェクト

0

166,400 27,900 9,750 544,142

8,050,000

0 0 0

777,000

区分

大項目

小項目

2

文化財保護のためには市民による理解が不可欠である。文化財を調査した成果について、できるだけ多くの市民に対
して情報を提供する事業を行う。また、貴重な文化財を後世に伝えるための支援事業を行う。

県支出金 0 0 0 0 0

文化財費

財
源
内
訳 他特定財源

一般財源

予算（現額）

0

社会教育費

教育費 社会教育費

市民及び文化財の所有者

0

44,693,593 38,614,409

28,822,120 32,591,409

3.40 3.70

2,843,028

0

2,870,928

令和5年度 令和6年度

27,322,308

22,200,051

令和08年06月19日(金)

令和9年度

深谷市文化財保護条例
幡羅官衙遺跡群保存活用計画
幡羅官衙遺跡群整備基本計画

■ □

5,112,507 14,327,331

文化振興課 担当係 文化財保護係 管理番号 74113文化財活用事業

次代を担う人と文化を育むまち

郷土の歴史・文化の継承と活用

令和7年度

教育費

4,583,058

幡羅遺跡保存活用の推進
民俗文化財後継者育成補
助

担当課

令和4年度

15,094,473

前年度決算額（円）

一般会計



目標値の算定根拠/実績値の出所

観点別評価は、指標達成の有無の他、その達成率も勘案して総合的に評価します。
目標値の設定がないものについても、進捗状況等を踏まえA～Cの三段階にて評価します。

・活動実績は、見込みに沿い、か
つ投入資源に見合っているか。

（１）事業達成度評価
事業達成度評価は、意図した活動により事業目的に適う成果がでているかを評価します。
（評価基準）（A:達成している　B:おおむね達成している　C:達成していない）

A活動

評価理由・指標数値の推移
川本出土文化財管理センター展示で常設展示及び、企画展示『深谷市出土
品展～午年にちなんで～』を開催したほか、早稲田の杜ミュージアムで、
本庄市・美里町・神川町・上里町と、『古墳時代の児玉・深谷地域』と題
した出土品展や講演会を行った。
また、令和７年５月まで、旧煉瓦製造施設ホフマン輪窯６号窯の特別公
開・展示を行い、仮設展示施設で映像及びパネル展示を行った。
その他、市指定文化財 瑠璃光寺仁王門の修理工事現場説明会や、歴史講座
を開催したり、市内無形民俗文化財を紹介するパンフレットを作成し、市
内各所で配布したりした。

指標名

発掘調査情報公開・現地説明
回数

指定文化財管理・保存事業費
補助金交付件数

目標値

実績値

文化財展示会来場者数

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

評価評価の観点区分

5,691.00 2,162.00373.00

40.00 40.00

1,000.00 1,000.00

件

目標値

実績値

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

活動指標２

活動指標３

単
位

件

３．評価指標

目標値の算定根拠/実績値の出所

活動指標１
実績値

年２回の開催を標準とする。

区分

文化財展示会回数

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

成果指標１

実績値の算出式

実績値

目標値

3.00

1,000.00

１つの展示会あたり５００人を目標とする。

実績値の算出式

6.00 4.00 4.00

1,600.00
人

　

実績値

目標値

実績値

目標値

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

令和
9年度

令和
4年度

令和
5年度

令和
6年度

評価者 文化財保護係長　深町　裕子

区分 評価の観点 評価 評価理由

効率性

・意図した成果が上がっている
か。
・指標未達成の場合は、その原因
を分析できているか。

・ICTの活用や業務改善が充分か。
  ※検証必須
・コスト面など効率的に執行できてい
るか。
・民間委託や他事業との統合・連携が
可能か。

埋蔵文化財発掘調査の概要について、市ホームページを活用しての情報公
開を行い、歴史や文化財を学ぶ機会を提供することができた。

A

B

市内で行った発掘調査結果の概要を市ホームページにて情報公開し、埋蔵
文化財について広く周知するとともに、埋蔵文化財の保存活用に取り組
み、目標を超える来場者に対し深谷市の歴史や文化財の魅力を伝えること
ができた。
また、幡羅官衙遺跡群整備基本計画を策定し、史跡公園整備の基本的な方
針を決定した。

成果

（２）事業効率性評価
事業効率性評価は、執行体制や手段など効率的に事務事業を執行しているかを評価します。
（評価基準）（A:効率的である　B:高める余地あり　C:効率的でない）

評価者 文化財保護係長　深町　裕子

2.00 2.00 2.00 2.00

４．観点別評価

目標値

実績値

目標値

実績値の算出式

2.00

1,000.00 1,000.00

目標値は設定しない

37.00 34.00

1,000.00

　

令和
7年度

令和
8年度

2.00

2.00

回

2.00

埋蔵文化財発掘調査概要の情報公開・現地説明をするため、目標値は設定しない

3.00 2.00


